
 

科目名    家庭基礎                         

 

単元名    超高齢社会を共に生きる 

 

 

内容のまとまり  Ａ 人の一生と家族·家庭及び福祉 

(４)高齢期の生活と福祉 

 

１ 単元の目標 

 (1)高齢期の心身の特徴、高齢者を取り巻く社会環境、高齢者の尊厳と自立生活の支援や介護に

ついて理解するとともに、生活支援に関する基礎的な技能を身に付ける。 

 

(2)高齢者の自立生活を支えるために、家族や地域及び社会の果たす役割の重要性について問題

を見出して課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価·改善し、考察したことを根拠に基づい

て論理的に表現するなどして課題を解決する力を身に付ける。 

 

(3) 様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、高齢者福祉についての課題解決に主体

的に取り組んだり、振り返って改善したりして、地域社会に参画しようとするとともに、自分

や家庭、地域の生活の充実向上を図るために実践しようとする。 

 

２ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

高齢期の心身の特徴,高齢者を取

り巻く社会環境、高齢者の尊厳

と自立生活の支援や介護につい

て理解しているとともに、生活

支援に関する基礎的な技能を身

に付けている。 

高齢者の自立生活を支えるため

に、家族や地域及び社会の果た

す役割の重要性について、問題

を見出して課題を設定し、解決

策を構想し、他者の意見を取り

入れたりグループで協議したり

して評価·改善し、考察したこと

を根拠に基づいて論理的に表現

するなどして課題解決に向かえ

る力を身に付けている。 

様々な人々と協働し,よりよい社

会の構築に向けて、高齢者福祉

についての課題解決に主体的に

取り組んだり、振り返って改善

したりして、地域社会に参画し

ようとするとともに、自分や家

庭、地域の生活の充実向上を図

るために実践しようとしてい

る。 

 

 

３ 指導と評価の計画 （８時間） 

   

   1  超高齢・大衆長寿社会の到来      2 時間 

2  高齢者の心身の特徴          2 時間 

3 これからの高齢社会           4 時間 

 

 

 



 

３ 指導と評価の計画 

時

間 

【ねらい】・学習活動 重

点 

記

録 

備考（・は評価規準（ ）は評価方法 

※は指導上の留意点及びキーワード） 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・超高齢社会の現状と今後社会全体で解

決すべき課題について資料をもとに考
察 

・身近な高齢者へのインタビュー結果や
ＶＴＲ視聴により高齢期の生活実態や
課題、要望などの情報を収集し現状把
握する。 

・山県市の高齢化の現状と地域で実践さ
れている対策について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

知 
 
 
 
 
 
 

思 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

★ 
 
 
 
 
 
 

○ 

 

 

 

 

 

 

・資料をもとに超高齢社会の背景を理解し社
会全体で解決すべき課題について考察し適
切に記述している。    (定期考査) 

※「超高齢社会」「就労問題」「社会的孤立」
「生計維持」「老老介護」 

 
・ノーマライゼーションの視点から高齢期に

なっても，誰もが安心して自分らしい生活
を送るために、家族や地域による支援の必
要性に気づき、どのような支援が必要か現
状を把握したうえで考察している。 

(ワークシート) 
※「生きがい」、「健康寿命」、「介護予防」、

「自助・共助・互助」 

 

２  

 

コミュニティービジネスを企画しよ
う！～Part1情報収集～ 
・学習課題と実施方法、達成目標、 

評価規準を確認する。 
・個人で課題解決のために必要な知 

識・情報を収集する。 
 
 
►コミュニティービジネスのアイデア 

提案（次時までの課題） 

 

 

 

 

態 

 

思 

 

 
 
 
 
 
 
 

〇 
★ 

 

 

 

・学習課題の意図と実施方法などを知り、達 
成目標を目指し意欲的に取り組もうとして
いる。          （行動観察） 

・課題解決のために必要な知識や地域課題 
などの情報を収集し、考察することができ 
る。 (ワークシート・定期考査) 

※「エイジング」「老化・成熟」「認知症」「介
護・介助方法」「個人の尊厳」「自立支  

援」「健康寿命維持」「介護予防」など 

３ 

・ 

４ 

 

 

 

コミュニティービジネスを企画しよ
う！～Part2グループで議論～ 

・どのような課題を解決するための企
画を提案するかグループ内で議論し
し精選する。 

・メンバーがまとめた課題解決のため
に必要な知識・情報をグループ内で
共有する。 

 

 

 

 

態 

 

知 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★ 

 
 

 

 

 
・地域社会の一員とし私たちにできる高齢期

の課題解決について自身の意見を述べ、他
者の意見も受け入れながら主体的に考えよ
うとしている。（行動観察･ワークシート） 

 
・各自がまとめた課題解決のために必要な高 

齢期に関する知識や情報、アンケート結果
をグループ内で共有・整理し、理解を深め
ている。   (定期考査・ワークシート) 

【ねらい】超高齢社会の背景を理解するとともに,高齢者が生きがいをもって生活するた

めには、家族や地域によるどのような支援が必要か考えることができる。 

【ねらい】地域社会の一員としての高齢者との関わりや共生を考えるうえで、高齢期の
実態や各種課題などの必要な知識や情報を収集しまとめることができる。 

 

【単元を貫く問い】 

高齢になっても誰もが安心して自立的な生活を送ることができる持続可能な共生社会の一員

として私たちにできることは？ 

【単元を貫く学習課題】 

超高齢社会の課題、高齢者の生活課題を考察

し、課題解決に向けて、地域の助け合いによる持

続可能な共生社会の創造を目指して、コミュニテ

ィービジネスを企画しよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                 

【ねらい】高齢になっても誰もが安心して自立的な生活を送ることができる持続可能
な共生社会を築くために地域社会の一員として私たちにできることを考
え、他者の意見を尊重しながら議論し、提案することができる。 

 



 

・より多くの課題が改善される企画を
目指し、メンバーの企画案や必要な
情報・知識を整理し、グループ企画
の提案書を作成する。  

態 

 

〇 ・企画立案に向けた議論に意欲的に参加し、 
グループメンバーの提案や企画に必要な知 
識や情報の整理に貢献し、積極的に企画提 
案書作成に関わっている。（行動観察） 

 
※必要に応じてシニア体験器具を用いエイジ

ング状態を実体験させながら考えさせる。 

５ 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

本

時 

 

 

 

コミュニティービジネスを企画しよ
う！～Part３ブラッシュアップ～ 
・高齢者を迎えるにあたり、高齢者を支

援する際の心構えを学習する。 
►ボディメカニクスの原則と心身の状

態に応じた介助方法 
►コミュニケーションの取り方や配 

慮の必要性 
►山県市が取り組んでいる「介護予 
防事業」について説明する。 

 
地域の高齢者との交流学習 
・立案中のコミュニティービジネス企 

画に対して高齢者からの意見やアド 
バイスを受け改善案を一緒に考え、企
画を練り直す。 

 

 
 
 
 
 
 
 
知
態 
 
 
 
 
 
 
 
 
態 

 
 
 
 
 
 
 

★ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇 

 

 

 

・高齢者の尊厳と自立生活の支援の在り方
について理解し、介助や支援に関する基
礎的な技能を身に付け、実践できてい
る。     （定期考査・行動観察） 

 
 

※地域が取り組んでいる「介護予防事業」
の目的や実態を知り、立案中の企画をさ
らに具体化させるよう促す。 

 

・高齢者からの意見やアドバイスを受け、
企画のブラッシュアップに向けてチーム
メンバーと改善案を一緒に考え、提案し
ようとしている。 

（行動観察・ワークシート） 

※持続可能なビジネスとなるよう促す。 

７ 

・ 

８ 

 

 

 

コミュニティービジネスを企画しよ
う！～Part４～＜発表&評価会＞ 
・グループのコミュニティービジネス 

企画のプレゼンテーションと相互評 
価 
 

・地域の助け合いで創造する持続可能 
な共生社会の一員として自分たちがす
べきことをまとめる。 
 

・単元の学習を振り返り自己評価をす
る。 

 

 

 

 

知 

 

 

思 

  
 
 
 
 
 

〇 
 
 
 
 

〇 

 
 
 
 
 
 
・立案した企画の内容を充分に把握したうえ

で、発表におけるグループ内での役割を適
切に担っている。     (行動観察) 

 
・高齢になっても誰もが安心して自立的な 

生活を送ることができる持続可能な共生
社会を築く上で地域の助け合いが不可欠
であることに気づき、学習活動を振り返
り考察しながらまとめることができてい
る。         (ワークシート) 

「重点」…重点的に生徒の学習状況を見取る観点。 

「記録」…備考に記入している評価規準に照らして全員の学習状況を『記録に残す評価』に〇を付す。 

定期考査により『記録に残す評価』とする箇所に★を付す 

 

 

【ねらい】コミュニティービジネス企画の発表・相互評価を経て、学習内容の振りかえ 

り、単元を貫く問いに対する自身の考えを深める中で、地域の助け合いで創造 

する持続可能な共生社会の一員としての自覚を持つことができる。 

【ねらい】高齢になっても誰もが安心して自立的な生活を送ることができる持続可能な共
生社会を築くために地域社会の一員として私たちにできることを高齢者と共に
考えることで、異世代と協働する力や課題解決に向かう力を身に付ける。 



 

４学習活動と評価方法(学習指導案) 

科 目 名 家庭基礎 指導クラス  １年 3組 

単 元 名 超高齢社会を共に生きる 使用教科書 家庭基礎 自立·共生·創造(東京書
籍) 

本時の主題 
高齢になっても誰もが安心して自立的な生活を送ることができる持続可能な共生社会を目
指して～コミュニティービジネスを企画しよう Part３ ブラッシュアップ～ 

指 導 観 

超高齢社会を生きる生徒は、高齢になっても誰もが安心して自立的な生活を送ることが
できる持続可能な共生社会を築いていくうえでこれから重要な役割を担う存在である。し
かし、生徒にとって高齢期は遥か先のことであり、本単元の学習内容に対する生徒の興
味・関心も低く、自分の事として捉えられない生徒が多い。そこで、単元を貫く学習題材と
してチームで高齢者に生活課題を解決するための「コミュニティービジネス」を企画提案
させることとし、地域社会の一員として、何ができるかを考え、解決に向けて他者と協働し
て試行錯誤する過程を体験させることを通じて、本単元で身に付けさせたい能力に加え、
探究する力を育ませたい。 

本時の目標 
高齢になっても誰もが安心して自立的な生活を送ることができる持続可能な共生社会
を築くために地域社会の一員として私たちにできることを地域の高齢者と共に考えること
で、異世代と協働する力や課題解決に向かう力を身に付ける。 

過程 指導内容 生徒の学習活動 評価規準と評価方法 指導上の留意点 

導入 

10 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

80 

分 

 

 

 

 

 

 

 

本 時 の 目 標 

を確認  

 

 

高齢者との関

わり方 

 

 

 

 

 

高齢者との交流

学習 

 

 

 

 

 

単元を貫く学習課題の進行状況と、

本時の学習課題を確認し、 

学習の見通しを持つ。 

 

高齢者を迎えるにあたり高齢者を支援

する際の心構えを学習 

►ボディメカニクスの原則と心身の 

状態に応じた介助方法 

►コミュニケーションの取り方や配 

慮の必要性 

►山県市が取り組んでいる「介護 

防事業」について 

社協「まめかなクラブ」の概要等 

 

高齢者とコミュニケーション 

自己紹介等 

 

 

▶立案中のコミュニティービジネス企画 

をチームで協力して地域の高齢者に 

説明する。 

▶意見やアドバイスを受け改善案を一緒 

に考え、企画を練り直す。 

▶参考になった高齢者からの意見やアド

バイスの一部を全体で共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

評価規準 

【知識・技能】 記録 

高齢者の尊厳と自立生

活の支援の在り方につ

いて理解し、介助や支援

に関する基礎的な知識・

技能を身に付け、実践で

きている。  

〈評価方法〉 

行動観察・定期考査 

 

 

  

【主体的態度】 

高齢者からの意見やアド

バイスを受け、企画のブラ

ッシュアップに向けてチー

ムメンバーと改善案を一

緒に考え、提案しようとし

ている。 

〈評価方法〉 

行動観察 ワークシート  

〈Aの例〉 

 

 

 

 

 

 

〈Bを実現させるための

方法〉 

・実際に高齢者を招き、

交流させることで学ん

だ技術を実践する場

面を設定。 

・地域の介護予防事業

の様子を振り返る 

 

 

 

 

〈Bを実現させるための

方法〉 

高齢者から聞き取った

アンケート結果や地域が

取り組んでいる「介護予

防事業」の目的や実態を

参考にし、立案中の企画

をさらに具体化させるよ

う促す。 

※持続可能であることを

意識しているか確認す

コミュニティービジネスを企画しよう！～Part３ブラッシュアップ～ 

【単元を貫く学習課題】 
超高齢社会の課題、高齢者の生活課題を考

察し、課題解決に向けて、地域の助け合いに

よる持続可能な共生社会の創造を目指して、

コミュニティービジネスを企画しよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                 



 

高齢者に立案中の企

画説明し、高齢者からの

意見やアドバイスを取り

入れ、企画のブラッシュア

ップに向けてメンバーの

意見も調整しながら、改

善案を提案している。 

る。 

〈Ｃの手立て〉 

グループ単位での企

画立案や交流をさせるこ

とで生徒同士が学びあう

場面を設定。 

まと

め 

10分 

・本時のまとめ 

・見送り 

・本日の交流学習を振り返る。 

・高齢者の見送り 

  ・異世代の意見や考え

方も取り入れること

が地域課題解決のた

めには必要不可欠で

あることに気づかせ

る。 

５ 成果と課題 

【評価】 

 学習活動における具体の評価規準

(B) 

「十分満足できる」 

と判断される状況（Ａ） 

「努力を要する」 

と判断される状況（Ｃ） 

評

価 

高齢者からの意見やアドバイス

を受け、企画のブラッシュアップ

に向けてチームメンバーと改善案

を一緒に考え、提案しようとして

いる。 

高齢者に立案中の企画説明し、

高齢者からの意見やアドバイスを

取り入れ、企画のブラッシュアッ

プに向けてメンバーの意見も調整

しながら、改善案を提案してい

る。 

・高齢者からの意見やアド

バイスを聞くことはできる

が、企画に対する意見や提

案が出せない。 

・チームでの議論に参加で

きない。 

状

況 
60％ 35％ 5％ 

行

動 

・高齢者の意見やアドバイスを聞

き入れ、企画内容と関連させた質

問ができる。 

・企画の改善に向けて自分の意見

を述べることができる。 

・資料を探したり、企画書の入力

をしたりするなど企画立案に向け

て貢献できる。 

・相手の状況に合わせて、画面調

整したり、資料を見せたりしなが

ら立案中の企画を説明している。 

・高齢者のアドバイスや意見を聞

き入れる姿勢で聞き、企画に関連

させた相談をしている。 

・高齢者も生徒も巻き込んで議論

しやすいように誘導できている。 

・グループワーク時は授業

に欠席する。 

・否定的な意見のみを主張 

・反論されると不貞腐れる 

 

実

施

後

の

振

り

か

え

り

記

述

例 

 

・高齢者の方のお話を聞いて、自

分たちでは気付けなかった不便な

ことや課題などが知れた。 

・意見をまとめたり、自分の意見

を改善したりできた。 

・実際に高齢者の方の話を聞いて

いろんな改善点があったしいいと

ころもありました。 

・今日話を聞いたおかげで高齢者

の方々の話が聞けて良かったで

す。 

・高齢者の方の気持ちになって考

えることができた。 

・今回の議論では、他人の意見を

尊重することの重要性を理解しま

した。自分は話のつなげ方がぎこ

ちないと思ったのでそこは課題点

です。ただ聞き入れるだけではな

く、「でも」や「やっぱり」など、

疑問だと思ったことは聞き返すこ

とも大切だとも学びました。 

・自分たちが思いつかなかったこ

とが沢山出てきて、より深いもの

に仕上がったし、高齢者の方と沢

山交流することが出来たのですご

く楽しかったし勉強になった。 

・移動するのにも不便だと

わかった。 

・今のままだと何が不便な

のかは分かった。 

 



 

【成果と課題】 

・地域の異世代の方との交流·対話により、生活課題の実感、新たな気づきなど、生徒だけでの協働では、
得れない効果があった。 

・地域の人々と共に学ぶ場面が設定できた。高齢者を招き、単なる交流の場とせず、共に一つの目
標 (ゴール)に向かって議論する仲間として授業に参加していただいたことで、生活課題解決の価
値を自覚し、能動的に学ぶ姿勢が見られた。 

・普段の高校生活ではコミュニケーションに躓きを抱えている生徒でも、対話せざる負えない状況がつくら
れ、 短時間で異世代を理解したり受容したりする力を向上させることができた。 

・企業の会議室のような環境設定やチームを一会社に見立てるなどの状況設定の工夫により生徒の学
習へのモチベーションアップにつなげることができた。 

・評価基準は「企画のブラッシュアップに向けて仲間と考え、提案しようとする」主体的に学習に取 

り組む態度を設定、行動観察と実施後の  Forms による振り返り記述を組み合わせて評価。 

行動や記述内容から、ABC 評価だけでなく下図のよう資質や能力の向上が見られた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、生徒の様子をタイムリーに見落とすことなく観察することは難しいため、今回の生徒の成長
記録をもとに、生徒目線と教師目線で実態に合ったルーブリックを作成し、プロジェクト全体の評価
は、ポートフォリオにより評価できるようにしたい。そのためには、生徒自身も客観的に評価できる力を
身に付ける必要があるため、このような学習形態の積み重ねが必要である。 



 

・１つのプロジェクトを進める形の協働的な学びの場面では、生徒の特性に合わせた役割が必然的に割り 

振られ、個々が自分の課題に気づき、互いの理解や受容につながった。 

・一定数の発達に特性のある生徒は、プロジェクトで「正解のない問い」に向かうこと自体に苛立ちや不 

安を抱える傾向があり、チームで議論する協働の場面で輪を乱すような言動をとり、チーム全体の意欲を
低下させてしまうことが最大の課題である。インクルーシブの難題ではあるが、そういった生徒には適切な
個別支援のもと、生徒同士互いの特性を理解したうえで協働的な学びが進められる環境をつくる必要が
ある。 

 
【振り返りシートの一例】・・・単元の最後に、一連の過程を振り返りながら記述させたもの  

☞記述内容は稚拙な表現ではあるが、この単元で押さえたい知識や考え方を習得し、生徒個々の思
考レベルに応じた成長が確認できた。 

 

 

記述する場所が違っているが必死に計算を始める生徒  

段階的な振り返り 俯瞰する力  

気づき  

課題解決の

価値を自覚  

具 
体 
的 
生 
活 
課 
題 
を 
理 
解 

自発的な探究心  

経費や賃金の計算論

理的思考の第一歩 

自分自身の成長を実感  

価値の自覚  
意志ある学びに変化  

目上の人とのか

かわり方を習得  

他者の役に立ちたい

自己有用感の高まり 

他者の意見を取り入れ  
課題の本質に沿った議論  
現実と対峙する力  

介護予防の必要性と

介護予防事業を理解  

会話のコツ接し方

を習得  


